
琉球大学学術リポジトリ

夏季育雛における雛の発育と飼料消費量

言語: 

出版者: 琉球大学農家政工学部

公開日: 2012-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 松田, 祐一, Matsuda, Yuichi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/23287URL



夏季育雛における雛の発育と飼料消費量

松 田 祐 一*

YuichiMATSUDA:Studiesongrowthofchicksandfeedconsumptiun

inhotseason.

Ⅰ 緒 冒

採卵養鶏を行なう場合,若めす育成に要する飼料消費塵ならびにその費用は,養親経営上重要な問

題であって,従って,若めす育成に要する飼料については,多くの調査がなされている｡鶏は,熱鼎

の原産であるが,現今養鶏の発達 した地域は温帯であり,飼育されている品種もまた温雅で改良され
たもので,鶏に対する飼料の試験調査等も温雅で行なわれたものが大部分である0

著者は,沖縄のような亜熱帯で,高温多湿の夏季に,若めすどりの育成をなすときでも,温帯の場

合と同様に成長 し,同様な飼料の消費量で,背成され得るかを知るために本調査を行なった｡

ⅠⅠ 材料および方法

本調査に使用したヒナは,1960年5月11臥 日本本土の酵卵場から空輸されてきた初生雛で,良

色レグホーン,雌,30羽･横牲プリマス･.ロック,哩,21羽であった｡

使用した育雑器は,最初の 1カ月間は,電熱バタリー式背離器を,その後1カ月間は,3段式中雛

用バタリーを用い,61日以後は,2段式大雛用バタリーに飼育し,1区画の大きさ,間口 1.8m,輿

行 0.9m,高さ 0.6m の3区画に白色レグホーン,28羽,2区画に横班プリマス･ロック,20羽を

飼育した｡

飼料は,市販の配合飼料を用い,青葉は適宜給与した｡背離器の都合で,餌付後1カ月間は,白色

レグホーンと横粧プリマス･ロックを混飼せざるを得なかったので,31日間の飼料消費量を,生存羽

数で除して,1羽当の飼料消費量とした｡これらの鶏が産卵を開始 したのは,10月以後で,卵価の高

い時期に当り,産卵率 3070以上になれば,卵収入で,飼料費を償いうるようになったので,産卵率

3070になった日迄を育成期間としたが,白色レグホーンは 159日,横班プリマス･ロックは 185日

を要 した｡

育成期間の那覇における気象状況は,次の通りであった｡
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ⅠⅠⅠ 成績ならびに考察

白色レグホーンの初生雛,雌 3O羽中, 1羽は,5月 22L三l死亡, 1羽 は,7)J20日死亡,残 り

28羽は,本調査終了後時迄生存 した.横班プリマス ･ロックの初生雛は,21羽中, 1羽は,5月 12

日死亡,残 り 20羽を育成 した｡

育成期間の飼料消費盛ならびに発育状況は,次表の通 りであるO

第 1表 雑の飼料消費星
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第 1表に示されるように,白色 レグホーンの雛が,産卵率 3070に成長するまでの 159日間に消13it

した銅料は, 1羽当 9.136gとなった｡なお,153 日間の飼料消費鼠は,8.677g,平均体重は,第 2

表に示すように,1.523g となっている. これを, コ～ネル大学の成績'2), 単冠白色 レグホーン,22

週間 (154日)の飼料消費量 1羽当,8.424g,平均体重 1.450g と比較すると,飼料消費鼠 体重典

に近似 してお り,体重 1kg増加に要 した飼料消費量の割合は,両者共に 5.7となっている｡

なお,農業技術研究所やその他の機関等で実施 した成槙と比較すると,著者の行なった試験成東は,

柄劣っているが,高温多湿の気候は,案外, ヒナの発育に影響をおよぼさないように考えられる｡

横班プリマス ･ロックは,育成期間 185日の飼料消費量, 13.206g,平均体重,2.231gで,これ

を,コーネル大学の成横,兼用柾の 26週間 (182日)の飼料消費崖,13.086g,平均体重 2.037gと

比較すると,飼料消費量は,近似 しているが,平均体重は,著者の行なった成横が,梢重く,体重壇

加に要 した飼料消費量の割合即ち飼料効率は,著者の成槙で,5.9,コ-ネル大学の成紙では,6.4渥

となっている｡

ⅠⅤ 摘 要

1960年5月から同年 10月までの高温多湿の夏季に,背離を行ない,雛の発育,飼料消費畳,飼料

効率について調査 した｡

1. 白色 レグホーンは,餌付から産卵率 3070に成長するまでに,159日を要 したOその間の飼料消

費量は, 1羽当 9.136gで,153日日の平均体重は 1.523gであった｡ 飼料効率は,ほぼ 6.0であ

る｡
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2･横粧プリマス ･ロックは,餌付から産卵率 3070に成長するまでに,185日を要 し,その間の飼

料消費量は,1羽当 13.206gで,平均体重は,2.231gであった.飼料効率は,5.9となる｡

これらの成績は,泳胸こおける他の大学や研究機関の成横と比較 しても,大差は認められない｡従

って,高温多湿の夏季の背離でも,飼養管理に注意すれば,雛の成長,飼料消費量,飼料効率に影響

をおよぼすことは,少ないように考えられる｡
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R6sum6

Rearingpulletsinsummer,whentheairtemperatureandthehumidityareusuallyhigh

theaveragetemperaturebeingover30oC･andrelativehumidityover80percent,Istudied

()ngrowthofchicks,feedconsumption,andfeedemciency.

Thestudieswerepracticedduring6monthsfrom May,1960,toOctober,1960.

1.ThepulletsofS･C･W.Leghom took159daysuntil130percenteggproductionwas

performed.Onepulletconsumedfeedinaverageof9.136gduring159days,theaverage

liveweightbeing1.523g.Consequently,thenumberofkilogramoffeedrequiredtoproduce

akilogram ofgainis6.0.

2.ThepulletsofBarredPlymou血 Rock,ontlleOtherhand,took 185daysuntil130per

centeggproductionwasperformed.Thefeedconsumptionduring185dayswas13.206g,and

tlleaverageliveweightwas2.231g.Therefore,feede侃ciencyis5.9.

Theaboveresultsshow onlylittledi鮎renceascomparedwiththoseobtainedinCornell

University,NewYork,andotherinstitutes.

Itcanbesafetosaythatahighairtemperatureandhighhumidityduringtheperiodof

rearingchickshavelittleefectsongrowthofchicks,feedconsumption,andfeede抗ciency.


